
【専門科目領域/専門基礎科目群/健康支援と社会保障】 
科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

社会保障論  必修 １ 2 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

池谷 進 教員控室 kango 随時メール等で質問等受付 

授 業 の 目 的 ・ 概 要 

看護師・保健師として、対象とする個人・集団に対して社会保障制度の活用のための情報提供ができ 
ることを目的に、我が国における社会保障制度の歴史的生い立ちと社会的背景、医療保険・年金保険
・介護保険・雇用保険等の公的保険制度と理念、さらには生活保護、障害者福祉、児童福祉、老人福
祉などの社会福祉諸法の制度と理念について理解する。併せて、変化する社会の中で今後の諸制度の
あり方についても学習する。 

授 業 形 式 ・ 方 法 
☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 ☑演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
□ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
社会保障制度をめぐる、めまぐるしい制度・政策の変化についてマスコミ報道等（新聞・インターネ
ット等）を利用したり、関係省庁、機関等のホームページ等を確認したりすることで最新の情報や動
きを知り、社会保障の今後についても理解を深めてほしい。 

教 科 書 
新体系看護学全書 健康支援と社会保障制度③社会福祉 第16版 /編著:西村淳 /ﾒﾁﾞｶﾙﾌﾚﾝﾄﾞ社 /2023 
その他必要に応じてプリントを配布する。 

参 考 書 特になし 

外 部 教 材 特になし 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 社会保障制度の歴史的経過について理解する。 NS(1) 

② 社会保険制度（医療保険、年金保険、介護保険）に関する知識を十分理解し活用できる。 NS(1)(2) 

③ 社会福祉（福祉 6法及び関連法）に関する知識を十分理解し活用できる。 NS(1)(2) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 

授業オリエンテーション、授業概要の説明、社会
保障制度全般の概要について学習する。 
授業中の質疑応答や、リアクションペーパーを活
用した授業後のフィードバックも行う。 

講義 
各回で学ぶ事項について教科書を
読み、難解な事項やキーワードを
予習しておく。 

2 

2 
医療保険制度の歴史や仕組み、健康保険と国民健
康保険、共済制度、後期高齢者医療、その他の制
度について学習する。授業中の質疑応答や、リア
クションペーパーを活用した授業後のフィード
バックも行う。 

講義・演習 医療保険の仕組みと給付内容（現
物・現金給付等）について、理解
しておく。不明な点等は厚生労働
省、関係機関の Web 等で明らかに
し、理解を深める。 

4 

3 講義・演習 4 

4 

介護保険制度の成立過程や制度の変遷、具体的な
申請からサービス利用、サービス内容など制度全
般について学習する。授業中の質疑応答や、リア
クションペーパーを活用した授業後のフィード
バックも行う。 

講義 

介護保険の仕組みと給付内容等に
ついて、理解しておく。不明な点
等は厚生労働省、関係機関の Web
等で明らかにし、理解を深める。 

4 

5 
年金保険制度全般の概要について学習する。授業
中の質疑応答や、リアクションペーパーを活用し
た授業後のフィードバックも行う。 

講義・演習 老齢・障害・遺族の各年金制度に
ついて、その内容等を理解してお
く。不明な点等は厚生労働省、関
係機関の Web 等で明らかにし、理
解を深める。 

4 

6 講義・演習 4 

7 社会福祉制度（生活保護、児童福祉、障害者福祉
等）の成立過程や制度の変遷、具体的な申請から
サービス利用、サービス内容など制度全般につい
て学習する。社会保障制度の動向について学習す
る。授業中の質疑応答や、リアクションペーパー
を活用した授業後のフィードバックも行う。 

講義・演習 生活保護及び障害者総合支援法等
の仕組みと給付内容等について、
理解しておく。不明な点等は厚生
労働省、関係機関の Web 等で明ら
かにし、理解を深める。 

4 

8 講義・演習 4 

試 達成度評価・評価のポイント参照  

【専門科目領域/専門基礎科目群/健康支援と社会保障】 
達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

80 0 0 0 20 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 60 0 0 0 5 65 

思考・推論・創造する力 20 0 0 0 5 25 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 5 5 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 5 5 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 

試験形式は筆記試験。問題形式は穴埋め（語群からの選択や記述等）。 
解答用紙を採点後に返却

する。 

② ✓ 

③ ✓ 

  

  

  

レポート 

①  

  
②  

③  

  

成果発表 

①  

  
②  

③  

  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  
②  

③  

  

その他 

① ✓ 

毎回の講義毎にリアクションペーパーを利用した理解度チェックを

行う。それを基にした評価を行う。評価割合は 20％とする。 

リアクションペーパーを

活用し、毎回の講義で疑問

や不明点の解説等による

フィードバックを行う。 

② ✓ 

③ ✓ 

  

  

  

備   考 

他 担 当 教 員 なし 

教 員 の 実 務 経 験 医療ソーシャルワーカーとして約 30 年の現場経験（総合病院、精神科病院、社会復帰施設）あり。 

実践的授業の内容 
医療ソーシャルワーカーとしての経験を活かし、現場における具体的な事例を交えながら講義を進め、

実践をイメージしながら知識と技術の修得を目指します。 

そ の 他 今後の社会情勢によって再度シラバスの変更があり得ます。 

 


